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1. まえがき

道路上の交通情報や危険情報を通知・共有して交通事故
を防止したり安全運転を支援する技術として，車両アド
ホックネットワーク（VANET）が注目されている．移動
性の高い車車間通信では，安定したネットワークを維持す
ることが重要な課題である．一方，近年では車車間通信に
Software Defined Network（SDN）を取り入れる試みが見
られる．SDNの集約的なネットワーク制御により，複雑な
トポロジーになりやすい VANETへの対応が期待できる．
本稿では，車両の移動性を考慮し，SDNを適用して低遅延
のデータ転送経路を決定する手法を提案する．

2. 従来手法

文献 [1]では，SDNを用いた車両の位置予測に基づくデー
タ転送手法が提案されている．車両と SDNコントローラは
路側機を経由して通信し，VANETのトポロジー予測に必
要な車両情報と転送経路を示したフローテーブルを交換す
る．SDNコントローラがトポロジー予測に基づいてフロー
テーブルを作成することで，車両移動によるトポロジーの
変化に対応できるため，高いパケット到達率を実現してい
る．しかし本手法では，転送経路選択に貪欲法を使用して
おり，車両の転送負荷が増大する懸念がある．

3. 提案手法

本稿では，SDNを適用したVANETにおいて，車両の位
置予測に基づく低遅延なデータ転送経路構築手法を提案す
る．提案手法の概要を図 1に示す．車両の位置予測には，各
車両の ID，位置情報，速度情報を車両情報として使用する．
SDNコントローラは，収集した車両情報を基にVANETト
ポロジーを予測し，車両の転送負荷を分散させて輻輳遅延
が短くなるようにフローテーブルを作成する．本手法の詳
細な手順を以下に示す．

1. 車両は，自身の車両情報を路側機経由で SDN コント
ローラに転送する．

2. SDNコントローラは受信した車両情報から VANETト
ポロジーを予測し，これを用いて各車両用のフローテーブ
ルを作成する．フローテーブルには，経路が最短となるよ
うにフローごとのデータ転送方法が記述される．

3. 図 2のように，2.で作成したフローテーブルに経路が集
中しているノードが存在する場合には，該当する各フロー
に対しそのノードを経由しない経路候補を探索する．これ
らの候補の中から最も効率的なものを選択し，関連するフ
ローテーブルを修正する．

4. SDNコントローラは，作成したフローテーブルを路側
機経由で各車両に送信する．

以上の手順を定期的に行うことで，車両は転送経路情報
を更新する．通信要求発生時，送信元車両はすでに所持し
ているフローテーブルに記された転送経路に従って転送先
車両を決定し，車車間通信によりデータを送信する．これ
により，車両の転送負荷を軽減し，輻輳遅延を削減する通
信が実現される．
4. シミュレーション手法
NS3を用いたシミュレーションを行う．従来の通信方式

と SDNを用いた通信，及び提案手法を比較するため．車
両交通のシミュレーションには SUMOを用いる．2車線の
直線道路を想定し，30km/hと 50km/hで移動する車両を
用意する．各車両は通信方式に IEEE 802.11pを用い，通
信半径を 100m とする．また，SDN コントローラは収集
した車両情報から正確に車両の位置を予測し，フローテー
ブルを作成できると仮定する．各車両は既に所持している
フローテーブルに従って車車間通信を行い，通信遅延とパ
ケット到達率を評価する．
5. むすび
本稿では，VANETに SDNを適用して車両の転送負荷

を分散させることで遅延を削減する手法を提案した．今後
は，シミュレーションにより評価を行う予定である．
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図 1 提案システムの概要
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図 2 フローテーブルの変更
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